
八潮市における道路陥没事故への対応について

いつもありがとうございます。あたたかくなり、外での活動が楽になりましたが、
年々花粉症の症状が強く出るようになりました。うまく付き合っていかなくてはなりま
せんね。
さて、今号は八潮市の道路陥没事故の対応や予算特別委員会での審査についてなど
ご報告いたします。
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埼玉県の児童虐待対応件数は、平成25年度から平成30年度で約3倍に増加しています。
県内の児童相談所のうち、川越児童相談所、所沢児童相談所の管轄人口は、110万人を超過
し、全国平均を大きく上回っています。
また、児童虐待相談対応件数の増加に伴い、一時保護件数も平成25年度から平成30年度で
約3割増加しており、現状の一時保護所は、常時満員状態となっていました。

児童相談所の設置は、政令指定都市では義務、中核市では努力義務、それ以外は県が設置
することになっています。

会派として、児童虐待防止や相談体制の強化・充実をさせていくべく、
児童相談所の新設を継続して要望してきました。

3月22日に内覧会があり、施設内は、木が多く使われ落ち着いた
雰囲気でした。プライバシーにも配慮されたつくりになっていました。
所管区域は朝霞市・志木市・和光市・新座市・富士見市・ふじみ野市・
三芳町になります。今月から開所になります。
できるだけこの施設を使う子が少ないことを願いますし、川口市は中核市なので、今後市とし
て児童相談所を設置していくべきかなど考えていかなくてはならないと感じています。

八潮市における道路陥没事故について、県議会として、事故の重大性を踏まえ、執行部が万全を期
して事故対応に当たれるよう協力していくべきと考え、2月19日の県議会開会日に全会派一致で決議
を行いました。また、国に対して必要な支援を求める意見書を提出することとし、こちらも全会派一致
可決しました。
○道路陥没事故に係る下水道復旧、住民・事業者への対応及び老朽化対策の決議
○道路陥没事故に係る対応への支援を求める意見書

財政的な部分については、開会中の2月28日に破損した下水道管や陥没した道路の復旧のほか、
下水道管内に残る運転席部分の引き上げ、下水をう回させるためのバイパス工事の費用などに充て
るため、約40億円の補正予算を全会一致で可決しました。 また、国から予備費を活用した約50億円
の補正予算を受入れ、総額約90億円を確保しました。

未だ運転手さんが救出されておらず、周辺にお住いの皆さんには長期にわたりご心配、ご不便をお
掛けしています。
1日も早い救出、復旧を願うばかりです。

県内8つ目の児童相談所が完成



3月11日 総務部・県民生活部
・スポーツインライフ推進事業 →パラアスリートを招いてのレクリエーション大会の開催の参加者が増え
るよう、開催時期や場所の検討を問いました

3月12日 福祉部
・聴覚障がい児聴能訓練事業費 →一般質問で取り上げ言語聴覚士の増員が図られるようになりました
・共生社会づくり推進事業 →ヘルプマークの配布方法について問いました
・障がい者芸術・文化活動推進費 →企画展でのワークショップの開催の可能性について問いました
・社会的養育の充実 →里親委託率について問いました

3月13日 保健医療部
・がん患者支援の推進 →小児がんについての理解促進について問いました
・認知症医療支援体制整備事業費 →認知症疾患医療センターの増設について問いました

 3月14日 教育委員会
・特別支援学校の過密対策 →会派で視察し要望してきた県立和光南特別支援学校の全面改築に向け
た基本設計等の予算がつきました

・優秀な教員の確保 →大学生への働きかけについて問いました

3月17日 警察本部
・県民の暮らしの安全確保に向けたトルコ語部内通訳人の育成 →一般質問で取り上げ2ヵ年で6名
育成されることになります

・地域防犯活動推進費 →防犯指導班「ひまわり」の体制強化について問いました

引続き皆さんのお声をかたちしてまいります！！

令和7年度予算特別委員会での審査・質疑

予算特別委員会が3月11日～24日で開かれ、令和7年度一般会計予算案を審査しました。各

会派の所属人数により質疑時間が割り振られており、部局別審査では連日質疑に立ち、総括
質疑では知事に対し、里親委託推進事業と認知症医療支援体制の充実の2項目を問い、前向
きな答弁を得ました。質疑内容をご報告いたします。(一部抜粋)
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